
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ ともに生きる条例の概要（20 分間）

� 条例の概要を知ってもらいました

Ⅱ 学校教育に求められる合理的配慮

� 学校での合理的配慮を考えてもらいました

Ⅲ グループ討議（25 分間） 

� 合理的配慮への理解を深めてもらいました

Ⅳ まとめ（10 分間） 

� 研修を今後に活かすようお願いしました

 

 

 

 

 

今回は、「学校教育に求められる合理的配慮」をテ

ーマに研修を行いました。

平成２６年８月１日（金）

会場：大分県立南石垣支援学校

 

受講者は、南石垣支援学校の教職員や保護者など約

７０人です。 

講師団からは、田中康子さんが出席して

ゆうにおける合理的配慮やＩＣＦ（国際生活機能分

類）について話をしました。

分間） 

条例の概要を知ってもらいました 

学校教育に求められる合理的配慮（60 分間） 

を考えてもらいました 

合理的配慮への理解を深めてもらいました 

研修を今後に活かすようお願いしました 

 

合理的配慮への理解を深めることを目的として、南

石垣支援学校に通っている児童生徒の保護者から

いただいたアンケートの回答を基に、南石垣支援学

校でできる合理的配慮を考えてもらい

障がいがあっても、どうすれば障がい

じようにできるのかという視点で

る困難を改善するための支援が話し合われました。
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グループ討議では 

 

№2 2014.8.18 

「学校教育に求められる合理的配慮」をテ

。 

）9:30～12:00 

：大分県立南石垣支援学校 

南石垣支援学校の教職員や保護者など約

さんが出席して、べっぷ優

ゆうにおける合理的配慮やＩＣＦ（国際生活機能分

話をしました。 

合理的配慮への理解を深めることを目的として、南

石垣支援学校に通っている児童生徒の保護者から

トの回答を基に、南石垣支援学

校でできる合理的配慮を考えてもらいました。 

障がいがあっても、どうすれば障がいのない人と同

じようにできるのかという視点で、児童生徒が抱え

る困難を改善するための支援が話し合われました。 
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